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・株式会社ビジュアル・テクノロジー研究所 ・旭化成ホームズ株式会社

・コイズミ照明株式会社

■ 住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発
住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発
住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

（新規提案）
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技術開発
提案名

健全な睡眠を確保するための自然光と人工光を組み合わせた光環境設
計･制御の技術開発

年度～

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

総評

背景・目的

２

　自然光と人工光の組合せ制御により健全な睡眠の確保につなげる提案であり、健康の
向上という観点で重要な技術開発である点を評価する。

　居住者が、健康な生活を送るために必要不可欠な睡眠を確保するには身体のリズムを
自然のリズムに合わせる必要があるが、主婦、子供、勤め人などによって大きく異なる
光環境を実現する設計・制御を行うことを目的としている。

【３１年度】
・最終年度は、前年度に実現した制御システムを運用し、その睡眠に与える効果をメラトニン分泌量
をとることで検証し、必要にあわせて制御アルゴリズムを改良する。また今後の展開を考慮して、無
線を用いた制御を可能とするための開発を行う。

【３０年度】
・次年度は、前半部分は人工照明を中心に検討を加え、後半では、自然光と人工光を組み合わせた光環境
を設計し、制御アルゴリズムを用いて具体的な制御システムを実現する。

・まず、ハードに関しては、自由な調光・調色を実現するためのスイッチを開発し、光環境状態を測定す
るためのセンサーを開発する。さらに、設計・制御アルゴリズムに対応するための健康アプリを開発す
る。

・設計・制御アルゴリズムでは、自然光による顔面照度履歴を人工照明で補うためのアルゴリズムを開発
し、理想的な顔面照度履歴を実現するための最適な人工照明を設計するためのプロトコルを確立する。さ
らに、制御システムを実現するための制御プログラム開発し、制御サーバを設計・開発する。

・一方、設計された人工照明システムを具体的に実環境に組み込み、その物理環境を評価し、被験者を用
いて心理評価を行い、簡易的に生理評価を行う。

【２９年度】
・初年度は、本技術開発を実現するためのハードウエア開発を中心に進め、主に自然光を導入した場合の
一日の顔面照度履歴の推定法を確立し、実環境を用いて採光の効果を物理・心理・生理面から評価する。

・まず、現在進められているスマートハウス向けの制御プロトコルであるＥＣＨＯＮＥＴに対応するた
め、ＥＣＨＯＮＥＴ対応アダプターを開発し、具体的なハードとして、まず１回路スイッチを開発し、平
行して４回路ライトコントローラを制御するためのソフト開発を行う。またそれらを効率的に制御するた
めの照明アプリを開発する。

・設計・制御アルゴリズムについては、一日の顔面照度の履歴と生体リズムとの関係に関する文献調査・
分析を行い、続いて拡張アメダスデータを用いた自然光導入効果の検証アルゴリズムを開発し、さらに居
住者の属性毎に、住宅内での一日の動線を検討・調査し、一日の自然光による顔面照度履歴の推定方法を
確立する

・一方、実環境での実証評価を検討するため、現実環境を用いて採光影響を物理評価し、さらに被験者を
用いて心理評価を行い、簡易的に生理評価（メラトニン分泌量測定）を行う。
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